
風力発電の実態

鶴田 由紀

環境にやさしい発電 として世界的にその数を増やす風力発電施設。日本でも2009年 末現在で、2,056

MWの 発電容量を持つ風力発電施設が建設 ・運営されている。しか し、イメージばか りが先行 し、その

実態はほとんど知 られていない。近年、風力発電機(風 車)は 巨大化の一途をたどり、その大きさが

原因で鳥類の衝突死や 自然破壊を引き起 こしている。 また超低周波騒音の発生によって周辺住民を苦

しめている。 しかし、風力発電の欠陥はそれだけに留 まらない。生み出される電力の不安定性 と予測

不能性のため、発電システムの一翼を担 うことなど到底不可能である。諸外国同様、日本においても

今後、洋上風力発電施設の増加が予測 されるが、海上や海中にも生物は生息 している。陸地が駄 目な

ら海にという発想は安易に過 ぎる。風力発電施設 を建設することは、人にも自然にもメリッ トは何 も

ない。私たちは風力発電の真実の姿を知 り、これ以上の資源の浪費を食い止めるべきである。

翻 現代の風車
1997年 に京都議定書が採択 され、日本で は同年

か ら風力発電施設の建 設 に補助金 の支給が開始 さ

れたため、風力発電施 設が各地 で建設 され るよう

になった。欧米 にお ける風力発電施設建設の開始

は 日本 よ りも早か ったが、 その数が急増 したの は

やは り1990年 代 の後半 か らである。現在、世界 で

最 も風力発電施 設の発電容量が多 いの はアメ リカ

(2009年 末現在で35,159MW(注1))で 、第2位 は ド

イツ(2009年 末現在で25,777MW)、 第3位 は中

国(2009年 末現在で25,104MW)で あ る。全世界

で み る と、2009年 末 の設 備容 量 は157,932MW

に達す る。

「風車」とい うと、オ ランダの牧歌 的な風景 をイ

メー ジする向 きも多い と思 うが、現代 の風車 はブ

レー ドの先端が最 も高い ところに来 た とき、 その

高 さが100メ ー トル を優 に越 す巨大 な建造物で あ

る(図1)。 発電機な どが収納 された箱 をナセル と

いい、その重 さは50ト ンを越す。強化 プラスチ ッ

ク製 のブレー ドは30ト ン以上 に もなる。風車の軸

はタワー と呼 ばれ、数百 トンの鉄製で、中 は空洞
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だが、最近 は中に作業用 のエ レベーターが設置 さ

れてい るもの もある。陸上風車の場合 、基礎 には

2,000ト ン前後 の コンク リー トを使用 し、巨大建

造物 が風 で横倒 しにな らない構 造 になってい る

(に もかかわ らず、根元か らタワーが折 れて風車が

倒壊す る事故 は世界 中で発生 してい るが)。風車 の

発電量 はブ レー ドが描 く円の面積(受 風面積 とい

う)に 比例 す るため、で きるだ け多 くの電力 を得

よう と巨大化 の一途 をた どって いる。陸上 で定格

出力(後 述)が2～3MW、 洋上 では6MWと い

うもの まで現 れている。

欝 鵬 による自然磯
30階 か ら40階 建 て ビル と同等の高 さの巨大風

車が、山の稜線 や海岸線 な どに十数基(あ るいは

数十基)建 て られる と、破壊 され る自然 も並大抵

で はない。それが自然公園で あって もお構 いな し

だ。建 設地 周辺 の木 は伐採 され、時 には地形 も改

変 され る。

山頂 に設 置 され る場合、巨大 な風車 の部 品 を大

型 トレー ラーで運 べ る ように林道 が 拡幅 され た

り、 ときには新 たに搬入道路が新設 され るため、

周辺の木が大量 に伐採 され る。静岡県石廊崎 では

搬入道路の伐採 が始 まって間 もな くの大雨 によっ

て山か ら大量 の土砂 と濁流が流れ、ふ も との住民

の敷地が冠水 す るとい う被害が発生 した(写 真1

～3) 。

基礎のための穴 を掘 ったあ との大量の残土 も、
しら ま や ま

自然破壊の原因 とな る。和歌 山県中西部 の 白馬 山

や明神山で は、写真4、5の よ うに谷が残土で埋

め られ、バ クテ リアか ら最上位 のワシタカ まで、

それ まで保 たれていた微妙 な生態系のバ ランスが

崩 されて しまった。

写真6の 三重県青山高原 では、国定公園の第三

種特別地域内 に24基 の風車が建 て られ、景観 はぶ

ち壊 しになってい る。第一種特別地域 には、建設

用道路が作 られてい る。建設地のわずか300m先

には三重県の天然記念物 であるブナの原生林 もあ

るが、建設地 にはかかっていないので特 に何の配

慮 もされ てい ない。水源酒養 のための保安林 指定

は、温暖化対策の名 の下 にい とも簡単 に解除 され

た。

なぜ このようなこ とが起 こるのか。第一 に、温

暖化対策 のた めには多少の 自然 が破壊 されて も致

し方ない という本末転倒 の発想 があるか らだ。青

山高原 の保安林解除の際には、三重県森林審議会

が2001年 に 「地球温 暖化対策 としての新 エネル

ギー導入促進 を図 る ものであ り……(中 略)… …保

写真1風 力発電施設の建設道路(静 岡県南伊豆町)

写真2大 雨で山から泥水が流出(静 岡県南伊豆町)

写真3ふ もとの家の敷地が冠水(静 岡県南伊豆町)

安林解除 につ いて はやむ を得 ない」 との答 申を出

している。

しか しそれだ けで はない。 国か らの多額 の補助

金(2010年 度末 まで、 自治体 や第三 セクター は総

事業費 の約2分 の1、 民間事業者 は約3分 の1の

補助 が資源エ ネルギー庁か ら受け られた。 この制

度 は2011年 度末 を もって事 実上廃止 になる)を 目

当て に自然保護 よ りも金儲 けを優先 したい事業者

が、地球温暖化 を名 目に平然 と自然 を破壊 して い

るのだ。自然公園への立地 については、2007年 に
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写真4和 歌山県白馬山

写真5和 歌山県明神山

写真6三 重県青山高原ウィン ドファーム

環境省 と資源エネルギー庁が開催 した 「風力発電

施設 と自然環境保全に関する研究会」では、大手

ゼネコンから出席 した委員が 「国立 ・国定公園等

の自然公園の積極的開放が必要であ ります」 と発

言し、さらなる手続きや規制の緩和 を要求 してい

る。

轍 鳥 ・コウモリ ・家畜への裾

巨大風車 のブ レー ドは、風速 によっては先端が

新幹線 並みのス ピー ドで高速移動 す る。 その回転

す るブレー ドに鳥が衝突 して死亡 す るケースは、
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日本で はわずか しか報告 されて いない。死亡 ある

いは弱 った鳥 は捕食動物 によって持 ち去 られ るた

め、 その実数 は掴 みに くい。 しか し5,000基 以上

の風車が建 ち並ぶアメ リカカ リフォルニア州 のア

ル タモ ン ト峠で は、専 門家 の調 査 に よって年 間

1,000羽 を越 す猛禽 類 が死 亡 してい る こ とが わ

か って いる。鳥がブ レー ドに近寄 る理由 は解 明さ

れ てい ないが、飛 んでいる鳥 の目には高速 で動 く

ブレー ドが良 く見 えない とも言われてい る。風車

に模様 をつ けるな どのさ まざまな工夫 にもかかわ

らず鳥の衝突事故 は発生 し続 けている。最近 では

インター ネッ トで海外 の鳥 の衝突死の映像が数 多

く配信 されてい るが、 ブ レー ドに叩 き落 され るそ

の姿 は凄惨 の一言であ る。

コウモ リは回転 す るブ レー ドに近寄 るだ けで死

亡 する ことが近年、カナダの研究者 によって明 ら

かにされた(Baerwald6!α 乙,2008)。 高速で移動

するブレー ドは、周辺 に気圧 の低 い空間 を作 り出

す。 そ こに入 り込んだ コウモ リは、急激 な気圧 の

変化 に肺が耐 えられず、内出血 を起 こす などして

死亡す るのだ。鳥の肺 は構造上、急激 な気圧 の変

化 に対応で きるが、 コウモ リの肺 はそうはな って

いない。調査 では、風車 の犠牲 になるコウモ リは、

鳥 の衝突死 よ りも数が多い こともわか ってい る。
あつ ちおおしま

長崎 県平戸 市の的 山大 島 とい う面 積 わず か15

km2の 島で は、16基 の巨大風車 が建設 されて間 も

な くか ら、島民の多 くを占め る牛 の繁殖農家 に大

きな被害が発生 してい る。牛舎か ら100mほ どの

場所 に風車が建つ農家で は、牛 の早産 ・死産 ・産

後死 な どが相次 ぎ、牛 の突然死 ・歩行不全 ・起 立

不能 な どのほか、足の関節 の異常 も発生 してい る。

これほ ど事故が続 くことはこれ までな く、「恐 ろし

くなって牛 を減 らした。 もう牛 をやめたい」 と言

う島民 もいる。原因 は解明 されていないが、地元

で は風車 か ら発生す る騒音 が原 因である と考 え ら

れてい る(騒 音 について は後述)。

同 じ く長崎 県佐世保 市の宇久島では、島 に1基

建 つ風車 か ら340メ ー トルの地 点で数軒 の牛 の繁

殖農家 に、子牛 の関節異常や牛 の突然死が続 けざ

まに発生 している。40年 来 この仕事 をしていて初

めての ことだ とい う農家 もあった。異常 のある子

牛 は市場 で安 い値がつ き、 この ままでは畜産経営

が成 り立 た ない と被 害者 た ち は困惑 しきって い

る。

騒音 が動物 に及 ぼす影響 について は世界各地で

様 々な事例 が報告 され ているが、専 門家 に よる分

析 はい まだ行 われていない。 しか し、航空機騒音

に曝 されてい る住民 に早産や低 出生体重児 の出生

が多い とい う研究報告 もあ り(松 井 ほか,2003)、



風力発電施設付近の家畜 に同様の症状が発生した

としても不思議ではない。専門家による早急な原

因の究明が待たれるところである。

覇 超鯛 波音による鵬 裾
巨大風車の近 くに住 む人が風車 の騒音 に悩 まさ

れているこ とは、マス コミに よる報道でい まや多

くの人 の知 る ところとなった。静岡県の東伊豆 町

では、 山の稜線 に建 ちな らぶ風車の稼働 中 に、そ

の足下 に住む人 々が頭痛 ・不眠 ・耳鳴 り・吐 き気、

平衡感覚の喪失 な ど、 さ まざまな健康被 害 を訴 え

た。愛知県田原市 ・愛媛県伊方町 ・山 口県平生町 ・

静岡県南伊豆 町な ど、各地で風力発電施設 の近隣

住民が同様 の被害 を訴 えてい る。

もち ろん風車 の騒音被害 は日本 国内に留 まらな

い。アメ リカ ・カナダ ・ドイ ツ ・ス ウェーデ ン ・
り や

ア ンマーク ・フランス ・スペイ ン ・ポル トガル ・

ポー ラン ド・トル コ ・オース トラ リア・ニュージー

ラン ドな ど、海外で も同様 の被害 が多数発生 して

お り、それぞれ の国のメデ ィアがその状況 を伝 え

てい る。

一般 に、音 はその高 さ(周 波数)に よって、人

間の耳 に聞 こえない20Hz以 下 の超低周波音、人

間の耳 に聞 こえに くい とされ る100Hzま での低

周波音(超 低周波音 を含 む)、 人間 の耳 に聞 こえる

100Hzか ら2万Hzま での可聴音、そして人 間の

耳 には聞 こえない2万Hz以 上の超 音波 に分類 さ

れ る。巨大風車 か らは、可聴音か ら人 間の耳 に聞

こえない超低周波音 まで、 さまざまな周波数 の音

が発生 してい る。 「ジェ ッ ト機の ような音」とは可

聴音域 の騒音 と考 え られ、 こうした耳に聞 こえる

騒音 も近 隣住民 を悩 ませてい るが、世界 中で発生

してい る健 康被 害 につ いて は、多 くの研 究者 に

よって、主 に超低周波音が原因である と指摘 され

てい る。超低周波音 は、可聴音 に比べ て遠 くまで

届 き、 そのエ ネルギーが減衰 しに くく、壁 な どを

通 り抜 け、人体 に共振 をもた らす とい う性質 を持

つo

アメ リカ人医師ニーナ ・ピアポ ン トは、2009年

末、『WindTurbineSyndrome』(Pierpont,2009)

とい う本 を出版 した。その本 の中で ピアポ ン トは、

風車か ら発生 す る音 の うち、特 に超低 周波音域が

内耳 のバ ラ ンス を司 る耳石器 とい う器 官 を刺激

し、脳 に誤 った情報が送 られ るこ とで、頭痛 ・耳

鳴 り ・吐 き気 ・平衡感覚の喪失 とい った症状 が発

生す ることを解明 した。 また、バラ ンス感覚 を撹

乱 され ることで、認知障害 を発症 す ることもある

とい う。 ピアポン トは著書の中で、風車か ら民家

まで は少 な くと も平地 で2km、 山間部 で は3.2

km離 すべ きであ ると結論づ けている。

同 じ くアメ リカ人医師ア レク ・ソル トらは、聴
かぎゅう

覚 を司る蝸牛 の中の外有毛細胞 が超低周波音 を脳

に伝 え、 その結果、不眠や耳閉感(耳 が つ まった

感 じ)な どを引 き起 こす ことを発見 した(Saltand

Hullar,2010)。 超低周波音 は聴覚が捉 えないた め

に人体 に影響 を及ぼす こ とはない と長 い間言われ

て きたが、彼 らの論文 によれば、 「聞 こえる こと」

を感 じて脳 に伝 えてい るの は蝸牛 の内有毛細胞 で

あ り、外有毛細胞 は超低周波音 の刺激 に反応 して、

それ を脳 に伝 えてい る。 つ まり内耳(蝸 牛のあ る

部分)は これ まで考 えられて きた よ りも超 低周波

音 に敏感で あることがわかったので ある。

ポル トガルの医師マ リアナ ・アル ヴェス ・ペ レ

イラ とヌー ノ ・カステロ ・ブランコは、長 年にわ

た って低 周波 ・超低周波音が人体 に及ぼす研究 を

行い、強い低周波 ・超低周波音 は人 間の体 の さま

ざ まな器 官 に直接 影響 を与 える こ とを発見 した

(Alves-PereiraandBranco,2007)。 彼 らの研究

によれば、長 い間、強 い低周波 ・超低周波音 に曝

された人 は典型的 に心臓 の膜 が肥厚 す る。通常 の

心膜肥厚 に見 られ る炎症 は伴 なわず、細胞外 マ ト

リックス と呼 ばれ る細胞 と細胞 の間の組織 である

コラーゲンな どの蛋 白質が異常 に増加 したた めに

起 こる肥厚で あるこ とがその特徴 である。その他、

血管 ・リンパ管 ・気管 ・肺 ・腎臓 な ど身体の あら

ゆる器官で も同様 の ことが起 こる。 これ はあたか

も、身体が強い振動 か ら器官 を守 るた めに弾力の

ある物質 を沢山作 り出 しているかの ようだ、 と彼

らは説明 してい る。

実際 に風車 か らどの程度 の低周波 ・超低周波音

が発 生 して い るのだ ろ うか。図2は 韓 国 の チ ョ

ン ・ソン ・スウ らによる済州島の1 .5MWの 風車

の騒音測定結果 である(Jung6渉 α乙,2008)。 秒速

6～12mま で の風 について、周波数 ごとの音圧 レ

ベル(音 の大 きさ:デ シベルdB)が 示 され、比較
いき ち

のために、聴覚閾値(周 波数 ごとに、音 が もっ と

も小 さ く聞 こえ る音圧 を示 した もの。 ここで は

WatanabeandMollerとISO389-7が 示 されて

いる)と 日本の環境 省が作製 した参 照値(Refer-

enceValue)も 書 き入 れ られている。参照値 とは、

自治体が市民か らの低周波音 に関す る苦情 に対処

す るた めに環 境省 が作 成 した ガイ ドライ ンで あ

る。物的苦情(RattlingofDoorsorWindows)

に関 する参照値 と心身 にかかわ る苦情(Psycho-

10gicalEffects)に 関する参照値の2つ があ る。

チ ョンらは論文 の中で、「風車が発生 す る低周波

音の30Hz以 上 の周波数域 は、平均 的な人 の耳 に
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図2韓 国 済 州島の風 力発 電施設(1.5MW)か ら

の騒音(Jungeオ ∂ゐ,2008よ り)

聞 こえ(もしくは感 じられ)、普通の大人の心身に

かかわる苦情を引き起 こす可能性がある。また、

風車から発生する5～8Hzの 周波数域の超低周

波音 も、 ドアや窓などの建具 をガタつかせること

で苦情が出る可能性もある」 と結論づけている。

これまで、参照値は被害者 を切 り捨てるために

存在するのではないか という批判を受けてきた。

ほとんどの低周波 ・超低周波音被害は、測定値が

参照値を下回るためである。チョンらの研究では

参照値 を超える測定値が出たが、参照値は法律で

はないために、 こうした場合でも規制することは

できない。国は低周波 ・超低周波音が健康に影響

を及ぼすことを認め、被害者を救済するために早

急に法整備 を進めるべきである。

日 風車は電源として役に立たなし、
風力発電施設 は、言 うまで もな く地球温暖化対

策 として国が その設置 を推進 して いる。世界 中の

多 くの人が、 その ことに対 し何 の疑問 も抱いてい

ない。 しか し風力発電 は、 その不安定性 と予測不

可能性 のた めに、電源 としてほ とん ど役 に立たな

い。以下で はその こ とを詳説 しよう。

1基 の風車が どれ ほどの発電能力 を持つか を示

す数値 として、定格出力 とい うものが ある。通常

の風車 における風速 と発電量(出 力)の 関係 は図

3の ようになっているが、 この図の2MW(2,000

kW)の 風車 の場合、風速14m/sが 定格風速 と呼

ばれ、そ こか らカ ッ トアウ ト風速(25m/s)ま で

の間で最大 の発電 をす る。 カッ トア ウ ト風速 よ り

も風が強 くな ると、風車 は危険防止のため運転 を

止 め、発電量 は突然 ゼロになる。風 車が動 き始 め

るカッ トイ ン風速 か ら定格風速 まで は、発電量 が

図 のように急激 に上昇す る。一・般 に、風車 は年 間
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図3風 速 と発電 量の関係(森,2006よ り)

を通 して定格 出力 の20%ほ どを発電 す る と言 わ

れている(こ れ は設備利用率 と呼 ばれ る)。

風力発電施設 は、二酸化炭素 を排 出 しない発電

施設 とい うことにな ってい る。水力や原子力 も同

じだ。二酸化炭素 を排出す る発電施設 は火力発電

所 である。 したが って、風力発電施設 をい くら建

設 して も、そのお陰で火力発電所 が廃止 になるか、

恒常 的に出力 を減 らす こ とがで きなけれ ば、二酸

化 炭素 が減 った こ とにはな らない ので あ る(風

力 ・水力 ・原子力発電が二酸化炭素 を排 出 しない

発電 方法 である という論 その もの にも問題が ある

が、 ここではその ことには触れない。 また人為的

な二酸化炭素 の排 出によって地球 が破滅 的な打撃

を受 けるとい う説 に、筆者 は懐疑 的な立場 である

が、これ については別稿 に譲 る(鶴 田由紀,2010))。

筆者の住 む神奈川 県横浜市 には、市営のハ マウ

イング とい う風車 が1基(1,980kW)建 っている。

市 の広 報(『 横 浜 市 暮 らしの ガ イ ド2007年 度

版』)は この風 車 一 基 で 「二 酸 化 炭 素 を年 間約

1,100ト ン削減 できる」と述べてい る。 これ は、と

んで もない まやか しで ある。1,100ト ン とい う数

字 は、環境省が発表 している電力事業者別実排 出

係数 とい うもの をもとに算 出され ている。環境省

が電 気事 業者 ご とにkWh当 た り何 トンのCO2

を排 出 しているか を発表 し、各電気事業者 は この

係数 を もとに して二酸化 炭素排 出量 の総量 を算出

す る。 これはあ くまで も「どの くらい排 出 したか」

とい う数字 である。 しか し横浜市 は(大 抵 の風力

発電施設運営者 は同じ ことをしてい るが)、この係

数 を使 ってハ マウイングの二酸化炭素 削減量 を、

いわ ば勝手 に計算 した のだ。 しか し、既 に述べ た

ように、火力発電所が廃止 になるか、恒常 的に出

力 を下 げられない限 り、風力発電施設 は二酸化炭

素 を1gも 削減で きない。東京電 力の子会社 であ

る風力発電事業者 のホームペー ジには、「この風力

発電施設 によって○○ トンの二酸化炭素 を削減 で

きます」 な どとい う迂 闊な文言 はまった く書 かれ



ていない。

北海道電力(北 電)を 例 に とって見 よう。北電

は現在約600万kWの 発電設備 を持 ってお り、そ

の うち風力発電 は約27万kWで 、 これ は全体 の

4.5%に 相 当す る。ところが北電 に問い合わせた と

ころ、風力発電施 設か らの電力 を受 け入れ るよう

になって以来、風力発電施設 のお陰で廃止 になっ

た火力発電 な ど存在 しなかった。 それ どころか、

以下 に述べ るように、不安定 で予測不可能 な風力

発電施設か らの電力のために、無駄 な出力調整 を

強 い られて いるのだ。

風車が生み出す電力 は風速 の3乗 に比例 す る。

風速が2倍 にな ると発電量 は8倍 にな る とい うこ

とだ。逆 に言 うな ら、風速が2分 の1に なれば発

電量 も8分 の1に なる。風速 は絶 えず変化 し、 し

か も予測が大変 困難 だ。風車の発電量 は風速 の変

化 に伴 って、予測不能 な激 しい変動 を繰 り返 す。

このため、風力発電 は電力供給者側 か らする と厄

介者 であ る。最大量 を発電 していたか と思 えば、

い きな りゼロになる こともある。図4は 前 出のハ

マ ウイ ングの2007年4月1日 、7月1日 、10月1

日、2008年1月1日 の30分 ごとの発電量 の変化

であ る。 このよ うな激 しい変動 は、発電 システム

全体 に周波数変動や停電 な どの大 きな リスクを課

す こ とにな る。電力供給者 はこうした リスクをな

るべ く避 けなければな らない。電力会社 は火力発

電所 の出力調整 を行 いなが ら、風力発電施設か ら

の不安定 な電力 を受 け入れ なければな らない。

火力発電所 は、風力発電所 か らの不安定 な電力

が システム内に入 って きて も、あ る程度 な ら自動

で出力調整が可能で ある。北電 の場合、2008年3

月現在 で31万kWま でな ら自動の出力調整 で対

応 で きるため、そ こを受 け入 れの上限 としてい る。

しか しそれ以上 になれ ば、当然 システム全体 に上

記 の リスクを負わせ ることになる。 また上限 を超

えない範囲で も、急な変動 に対 して出力 を上 げた

り下 げた りす ることは、火力発電所の運転 その も

のを非効 率 にし、二酸化炭素 の排出 も増加 す る。

北電 に とって風力発電施設 は、二酸化炭素の減少

にはまった く役立 ってお らず、風力発電がな けれ

ば必要のない出力調整 を しているだ けなのだ。

風力 発電 が成功 して い る例 として、 よ くデ ン

マー クが引 き合 いに出され る。同国 は電力供給量

の約20%を 風力で賄 ってい ると言われ る。年間 の

発電量 は確 かに供給量の約20%相 当で あるが、こ

れが 同国の電力 消費量 の20%を 占め てい る こ と

は意味 しない。 デンマー クの独立研究機関(シ ン

クタ ンク)、政策研究セ ンター(CenterforPolitis一
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図4ハ マウイングの2007年4月1日 、7月1日 、10月1

日、2008年1月1日 における0時 から24時 までの

30分 ごとの発電量変化(横 浜市のデータか ら作成)
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keStudier)の 報告書 「風力発電:デ ンマー クの

ケース」によれ ば、同国 は近 隣の ドイツ・スウェー

デ ン ・ノル ウェー と系統 がつながっていて、相 互

に電力 を売買 してい る(SharmanandMeyer,

2009)。 図5は 、風力 発電 が集中 してい る西 デ ン

マークで、2007年1月 に風力発電 に よって発電 さ

れた電力 のほ とん どが、発電 と同時 に近隣3国 に

輸 出 されている ことを示 してい る。他 国に売 られ

る風力発電施設 の電力 は、スポ ッ ト市場 で安値が

つ けられ、いわば他国 に捨ててい るような ものだ。

要 は風力発電 に よる リスクを近隣諸 国に分担 して

もらってい るだけ とみるのが妥当であ ろう。

2010年8月 、電力中央研究所 か ら 「日本 の発電

技術 のライ フサ イ クルCO2排 出量評 価一2009年

に得 られたデータ を用 いた再検討一」 とい う報告

書が発表 された(今 村 ・長野,2009)。 発電施設 ご

とに、建 設か ら廃止 まで発電所の一生 にわたって

どの程度の二酸化炭素 を排 出す るか を分析 した も

ので ある。同研究所 では2000年 に も同様 の分析 を

行 ったが、発電 を巡 る状況が変化 したために2010

年 に新た に分析 しなお した。2000年 の報告書 は、

風力発電機 について は300kWの み を分析対 象 と

し た が、2010年 の 報 告 書 で は600kW・1,000

kW・2,000kW・2,500kWが 新た に加 わった。

その結果、風力発電 は単機 出力 の大型化が進 ん

だ ものの、大型化 に伴 って支持鉄塔(タ ワー)や

基礎部 コンク リー トな どの必要量 が増加 し、 出力

の大 型化 の メ リッ トが相殺 され てい る こ とがわ

か った。鉄鋼産業 やコンク リー ト産業 はご存知 の

通 り、二酸化炭素 を多 く排 出す る業種 だ。発電量

を増や そうと風車 は今 も大型化の道 を突 き進 んで

いるが、 そのせいで全体 の二酸化炭素排出量 も増
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図5西 デ ンマーク にお け る2007年1月 の風 力発

電 による電 力供給量(上 のグ ラフ)と 電 力の

ネ ッ トフ ロー(下 の グ ラフ)(Sharmanand

Meyer,2009よ り)

縦軸 は電力量(MW時/時)。 横軸は時間。電力のネ ット

フロー とは近隣三国 との電力の輸出入量で、ゼロより上

は輸入、ゼ ロよ り下 は輸 出 を表す。風力発 電量が500

MW時/時 程度 より少ない ときは輸入 してい るが、それ

を越 えるときは発電量の半分以上 を輸出していることが

わかる。た とえば、発電量が約2,000MW時/時 の とき

は、1,000～1,500MW時/時 を輸 出している。
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えてしまったという、滑稽な事実が明 らかになっ

たわけである。先に述べたように、風力発電は二

酸化炭素の排出減に役立たないことを考え合わせ

れば、風車の大型化は資源の無駄遣いに拍車をか

けているだけである。

鑑 その他の問題点
屋外 にあ るがゆえに、風力発電施設 は風雨や雷

にさらされ るため、しば しば事 故が発生 する。2005

年11月 には兵庫県南 あわ じ市 でホテル の所 有す

る風車のブ レー ドが折れ る事故が発生 している。

2007年1月 に は青森 県東 通村 で風 車1基 が根元

か ら倒壊す る事故 も起 きている。静岡県東伊豆 町

で は2008年4月 、落雷 と強風で稼動 し始めたばか

りの風車の ブレー ドが折 れ、和歌 山県の 日高川 町

と広川町の町境 で は2009年3月 、強風 によってや

は りブレー ドが折 れた。最近 では、2010年12月 に

秋 田県新屋町で突風 か竜巻 が原因 でブレー ドが折

れ、 同月 に石川県珠洲市 で も落雷 によってブレー

ドが折れ る事故が起 きてい る。

風車 のほ とん どは雷の少ない ヨーロ ッパ製で あ

るため雷 に弱 い、 な どといわれ ることが多 いが、

1975年 以 降 に世界 中で起 きた風力発 電施 設 の事

故 をアメ リカの市 民団体 が ま とめた ものが イ ン

ターネ ッ トで公開 され てお り、それに よれば世界

各地で落雷 な どによる事故が多数発生 している。

その他、ブ レー ドの回転 を制御す る装 置が壊 れて、

回転数が異常 に早 まり、火花が散 ってナセル内部

にあるオイル に引火 す る事故 も多い。

事故が多いので、必然 的に長期間 にわたって休

止 する風車 も多 くな る。風車が外国製の場合 、部

品を取 り寄せ るの に数 ヶ月かか る という話 は各地

で耳 に した。技師 を海外 か ら呼 び寄せ るこ ともあ

る。そのた め、事故や故障が起 きると、風車 は何 ヶ

月 も止 まった ままにな る。その間は売電収入がな

く、修理費 だけがか さんでい く。

静岡県東伊豆町の町営風車3基 は、故障が多い

上 に設 備利 用率 が 年々下 が ってい る。2008年 は

736万 円、2009年 は3,104万 円の赤字 を出 し、2010

年 にも294万 円の修理費がかか った。建設時 に2

億6,980万 円の起債 を したた め、 まだ積立金 の形

で資金 が残 って はい るが、元 金 と利 子 の返 済が

2018年 まで続 き、この まま行 けば積立金 はマイナ

ス となって、町の財政 を圧迫す る ことが ほぼ確実

となっている。

新潟県上越市で は、市 営の4基 の風車が2009年

時点 で1億5,600万 円の赤字 を出 している。落雷

による故障が続 き、修 理代 な どが かさんだた めで



ある。さらに故障 してか ら運転再開まで1年 もか

かったときもあり、売電収入が思うように入 らな

かったことも原因である。

2010年11月18日NHKテ レビ「ク『ローズアッ

プ現代」で、「自治体風力発電一エコで赤字、特別

会計」 という内容の番組が放映された。その中で

京都府伊根町の6基 の町営風車が紹介され、雷で

故障が多 く、定期点検 と修理 に今後10年 で5億

5,000万 円かかるということだった。町は、財政を

圧迫する風力発電施設を廃止するか存続するかを

検討 した。全て撤去すると1基 につき8,000億 円

かか り、補助金も返還 しなければならないので、

結局、一部存続 になった。

番組では、全国の自治体が運営する風力発電施

設の60%が 赤字であることが伝 えられた。自治体

はコス ト意識がないから建てる前の調査が甘い、

民間に任せればこんなことにはならないという論

調だった。 しかし、事故が多いのは運営主体が民

間であろうと自治体であろうと同じである。雷が

自治体風車を選んで落ちるわけもない。保守点検

費用も、どの風車にも等しくかかるものであろう。

寿命が来れば、 どの風車にも撤去費用がかかるは

ずだ。ある民間事業者は、「補助金がもらえるか ら、

風力発電で採算が取れな くても良い」言い放った。

残念なが らNHKの お説は間違いであり、結局の

ところ、民間事業者 にもまった く同じことが当て

はまるのだ。民間 と自治体に違いがあるとすれば、

自治体は情報公開制度などを使って、風力発電施

設に関する情報が市民にも入手できるが、民間事

業者は稼働状況やメンテナンス費用に関する情報

を市民が決 して入手できないという点だけだ。

民間事業者が風力発電施設を建設すると、固定

資産税が地元の自治体に入るため、しばしば地元

住民や議会が誘致に積極的になる。しかし、その

自治体が地方交付税の交付団体である場合、 この

ような自主収入がある年度 には、その自主収入の

75%に 相 当する金額が地方交付税か ら減額 され

る。要するに、固定資産税は25%し か自治体に入

らない。そのことを知 らずに誘致する地元住民や

議会は意外に多い。ここ数年は、巨大風車による

低周波音被害が広 く知 られるようになり、建設に

反対する住民 ・議会 ・首長が増えたが、固定資産

税の甘言は、いまだに生 き残っているように筆者

には思える。

翻 広かる反対圃
これ まで述べ てきた ように、風力発電 には様々

な問題 がある。 こうした ことはすでに欧米で多 く

の ジ ャーナ リス トや学 者 に よって指摘 され て き

た。1998年9月 には、 ドイツにおいて学者 ら100

人 が連名 で、無駄 な風力発電 にこれ以上、税金 を

使 うの はや め るべ きだ とい う声明、 ダル ム シュ

タ ッ ト宣言 を発表 した。

2008年10月 には、EU加 盟国 の反風車 団体 の

ネ ッ トワーク 「ウイン ドファームに反対す るヨー

ロッパ プラ ッ トフォーム(EPAW)」 が結成 され、

2010年12月 現在 で21ヶ 国451団 体が参加 してい

る。アメ リカで は2005年 に市民団体 ナ ショナル ・

ウイ ン ド・ウォ ッチが設立 され、風力発電 に関す

る情報 を提供 してい る。 同団体 のホームペー ジに

は、 アメ リカを初 め とす る世界 中の反風 車団体 の

ホームペ ージのURLが 紹 介 されて お り、 その数

はアメ リカ国内だ けで160団 体以上、 その他の地

域 も200団 体 を超 える。 そ こにはホームページ を

持た ない団体 は入 っていない。世界中 にはこのほ

か に も、文字通 り無数 の反風車団体 が存在 する こ

とが容易 に想像 で きる。

2010年 に入 り、世界各地で大規模 な風力発電へ

の抗議行動 が行われ ている。デ ンマー ク・カナダ・

ドイ ツ ・ス コッ トラン ド ・アイルラ ン ド ・フラン

ス ・スペ イ ン ・ポー ラン ド ・イタ リアで行われた

デモ ・コンサー ト・抗議集会 な どの写真や動画 は、

EPAWの ホームペー ジに アップ され てい る。同

年10月 にはカナダで風車 に よる健康被 害 に関す

る世界で始 めての国際 シンポジウムが開催 され、

医師や音響学者な どが低周波音被害 に関す るそれ

ぞれ の研究 を報告 した。

日本で は2010年4月 、東京 において「風力発電

を考 える全国集会」が 開催 され、全国で反対運動

す る市民な ど100人 を超 える参加者 が会場 を埋 め

尽 くした。愛媛 県伊方町 ・愛知県田原市 ・静 岡県

東伊 豆町か ら低周波音被害 に関す る報告 が行われ

た ほか、小樽市 か らも「銭函海岸 の 自然 を守 る会」

か ら後藤美智子 さんが報告 に駆:けつけた(風 力発

電全 国情報 ネ ッ トワー ク,2010)。 後藤 さんは報告

の中で、銭函海岸の希少な 自然 の保護 を訴 える と

ともに、風力発電の欺 隔性 と事業者 のいい加減 さ

を指摘 した。

酔 上か駄目なら洋上へ?
世界中で風力発電へ の反対運動が増加 し、陸上

に新 た に建設 す るこ とが困難 にな りつつ あ る現

在、洋上風力発電 の建設計画が着々 と増加 してい

る。世界 中で2009年 まで に約2,152MWが 設置

されてお り、2010年 ～2014年 で15,487MWの 設

置が計画 されている。日本で も2011年 度予算概 算
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要求で、経済産業省が洋上風力発電 の技術 開発 に

37億 円、環境省 が洋上風 力発電実証事業 に15億

円をそれぞれ要求 している。

洋上で は問題 がないかのように言われ ることが

多 いが、海 の上 に も鳥 は飛 び、海中 にも生 き物 は

いる。海上で も当然、鳥 の衝突死 は発生 し、海 中

生物 に悪影響 を及ぼす と考 えるべ きであ る。

クジラ ・イルカ保護協会(WhaleandDolphin

ConservationSociety)は その報告書の中で、洋

上風力発電施 設や海底 ケーブル設置 の工事中 にひ

どい騒音 を発生す るために、数km離 れた クジラ

類(ク ジラや イルカ)に も大 きな影響 を与 える と

述 べている(Parsons6'磁,2007)。 稼働中の風

力発電施設か らの低周波音 が、ネズ ミイル カのエ

コー ロケーシ ョン(反 響位置探知)能 力 を阻害す

る とい う研究が あるこ とも報 告書 の中で紹介 され

てい る。

2010年9月 、大量 のクジラの死骸 が ドイツ北部

の海 岸 に打 ち上 げ られた。原因 は不 明 とされてい

るが、バル ト海 に建設 中の洋上風 力発電施設 の工

事 の騒音 が原因ではないか と疑われてい る。

イギ リスで は2010年7月 、漁業関係組織4団 体

が洋上風力発電施設 の海底 ケー ブルか ら発 生す る

磁気 シグナル によってサケの遡上能力が妨 げられ

るため、建 設 しない ことを求 めて政府 に要望書 を

提 出 した。要望書提 出団体 の1つ 大西洋サーモ ン

トラス ト(TheAtlanticSalmonTrust)代 表 は、

「壊滅 的な打撃 を受 ける可能性 がある」と述べ、「サ

ケやその他 の生物 に対す る影響 が考慮 され てい な

い」 と批判 した。

洋上風力発電 は、建設費用が陸上 の倍 と一般 に

言われてい る。技術が向上すれ ぼ徐 々に下落す る

と考 えられていたが、実態 は逆であ り、イギ リス

を例 に とると2005年 前後 に建設 された イギ リス

発 の洋上風車 はMW当 た り237万 ドル だった も

のが、2010年 には倍増 した。建設作業や補修作業

も陸上以上 に危険が伴 い、費用 もかか る。発電量

の変動が激 しいの は陸上 も洋上 も同 じで ある。発

電 方法 として役 に立たない ものに、 さ らに費用 と

資源 を費やす ことが無駄 であ ることは、言 うまで

もない。

囲 むすびにかえて
以上 に見 て きたよ うに、風力発電 は環境 にや さ

しいイ メー ジとは程遠 い ものであ る。石油 に代わ

るエネルギー と思っている人 は多い ようだが、石

油が なけれ ば風車 の製造 も輸送 も設置工事 もで き

ない。風力発 電 は魔法 ではない。 自動販 売機 が異
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常 なほど多い この国で、深夜で も明か りの ともる

コンビニエ ンスス トアが林立す るこの国で、 エネ

ル ギー を湯水 の ように使 う都会の人 間が風力発電

を免罪符の ように思 っているのだ とすれば、それ

は大 きな考 え違い とい うもので ある。

先述の全国集会 で物理学者 ・槌田敦 さんは次 の

ように発言 した。

「原子力 ・太 陽光 ・風力、 これ みんなお金がかか

るんです。 いっぱいお金 がかか るんです。発電量

は風力 なんてほ とん どない。(中 略)

ここか らが本題 です。 お金が いっぱいかか ると

い うことは、 自然がお金 を請求 しているわ けで は

あ りませ ん。誰が請求 してい るんですか?

お金 がい っぱいか か る とい う こ とは、お金 が

い っぱい儲 かるやつ らがい るわ けです」

メデ ィアには風力発電 を全否定 す ることは悪 と

い う雰 囲気 がある。本 当の ことはわかっていて も、

言 って はい けない。本質的 な ところには決 して触

れ ない。槌 田 さんの言 う 「お金がいっぱい もうか

る」人たちが、本 当の ことを言わせない ように圧

力 をか けてい るのだ とした ら、恐 ろしい ことだ と

言わ ざるを得ない。
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